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[目的]

　　平成９年の本学会で､若い女性を対象に、食物によるアレルギー様反応について調査

し報告した。今回は、食物アレルギーの中でも、学校給食などで特に注意を要するそば

に注目し、そばによる異常反応について調査した。
　[方法]

　　平成９年４月、大妻女子大学家政学部･文学部･短期大学部の学生323 名他に、アン

ケートを行い、そばを食してまたはそば粉の暴露に対し、何らかの異常を感じたかどう

かを調べた。異常があったと答えた者に対しては、さらに詳細なアンケートを行った。
　[結果]

　　アンケートは全員から回収した。そばの摂取などの後、何らかの異常を感じた人は、

回答者本人に１名、回答者の知人に16名の合計17名であった。この17名の中で、２回目

のアンケートに協力が得られた９名についてまとめた。回答時の年齢は5 歳より47 歳、

性別は女５名・男４名であった。発症時の年齢は、１歳が1名、2歳が2名など６名が10

歳以下であったが、25 歳で発症した元そば屋店員もいた。症状別でみると、口唇・口腔

内の腫脹が4例に、湿疹・専麻疹が各3例に、腹痛が2例に、喘息・嘔吐・下痢･頭痛・

全身掻探感・浮腫・動悸が各1例にみられた。9名全員がゆで麺で発症し、その中の５名

は、食直後または１分以内に症状がでて、点滴または注射を受けた症例もあった。

2AP－12 女性の月経及び月経周期に関する意識調査
○長谷真理＊　富田守＊＊

＊お茶の水女子大院　＊＊お茶の水女子大
　【目的】　女性には、個々の月経周期が存在し、またそのリズムが生体に与える影響に

も個人差がある。高温期・低温期では、女性は温度感覚あるいは身体作業能力も変わっ

てくるという。またそれらに対し、何らかの悩みを持つ女性は少なくはないと思われる。

そこで、心身への月経による影響を、生活レベルにおいて現代女性はどのように捉えて

いるかという実態を観察し、問題点あるいは改善策を見いだすことを目的として、本調

査をおこなった。

　【方法】　東京都内の大学に在籍する女子大生268名（18-22歳）に対し1998年7月アンケ

ート調査を実施した。調査用紙は、３ヵ所の女子大学に配布し回答率は100%であった。

質問内容は、被験者の生活状態及び月経全般に関するものでA4サイズ３枚にわたるもの

であった。

　【結果】今回のアンケート調査では、自分の月経の程度及び周期に対して、かなり正

確に把握しているという傾向が認められた。また、月経中あるいは月経前に身体に起こる

変調に対する不満をあげている女性が大半を占めた。さらに、月経中に心身への大きな不

調のため、日常生活をこなすことが容易でないと訴える女性もいた。初潮年齢、居住状態

と月経全般における関係は観察されなかった。また、今回調査を実施した３校の間には、

月経及び月経周期に関し、特に顕著な差は認められなかった。
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